
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業における取組 

・ＵＤの視点に立った板書計画の作成       ・互見授業とその交流 

・授業のまとめと授業ノートの点検の工夫     ・指導方法や指導形態の工夫          

・図書館を活用した授業の推進            

    

授業以外の取組 

・全教員での朝の「チャレンジタイム」指導  ・「天声人語」の視写 

・読書活動の充実                            ・生徒会の取り組みとの連携 

・家庭や地域住民との連携・協力 

授 業 改 善 そ の 他 

すべての生徒が確かな『学び』を身につける授業 

１ ユニバーサルデザインのよさを取り入れた授業 

の推進 

① めあて（課題）と振り返り（まとめ）が設

定された１時間完結型の授業づくり。 

② ＵＤの視点に立った板書計画の作成。 

③ ペア同士による互見授業と全員参加の研究 

授業の実施。校内研での授業の交流会。 

２ 思考力・判断力・表現力が向上する言語活動を 

取り入れた授業の推進 

  ① 理解や思考を深めるためのペア・グループ

などの授業形態の工夫。 

  ② 自分のことばで授業のまとめを行う活動。 

  ③ 定期的な授業ノートの点検。 

３ その他 

  ① 学習環境のＵＤ化。 

② 図書館を活用した授業の推進。 

③ 生徒会の専門部「ベストＭノーター」「授業 

態度ＵＰ作戦」の取組との連携。 

  ④ 意図的・計画的な辞書の活用。 

１ 基礎基本の定着 

① 全教員での朝の「チャレンジタイム」指導。 

② 「天声人語」の視写。 

③ 全校一斉の読書時間の設定（毎週水曜日）。 

④ ５教科を中心に定期考査での活用型問題の出

題。単元末等で、県・国の学力調査の活用型問題

を中心にした過去問の演習。 

２ 小学校・家庭・地域等との協働 

① 市教振の教科部会による研究推進・近隣校と 

の合同教科部会。 

  ③ 小学校との連携 

・つけたい力の共有・家庭での取組の共通化。 

② 家庭教育力ＵＰ５か条の周知。 

③ 保護者との協働体制づくり。 

・『学びの手引き』の「家庭学習０１２３」。 

・２１時以降のメディア制限。 

④ 体育大会、文化祭などの学校行事を広く保護者

や地域に案内。公開し、協力ならびに参加を求め

る。 

豊後大野市立 千歳中学校 
学力向上プランの概要 

効果のある取組事例 

【別紙様式】 



 

  

参観者感想 

【良かった点】 
・ 板書の色分けは、ＵＤ化につながった。  
・ 身近な話題が本時の課題になり、課題意識を強くもつことのできる授業だった。 

【改善点】 
 ・ せっかく黒板が色分けされているのに、ノートが３色（鉛筆を入れると４色）に色分けされていない子ど

もが半数近くいた。２色（鉛筆と赤ペン）で書いている子どもはきちんと理解できたか（区別できたか）と

いうのが気になった。ノートを写すときに、色分けを意識させる指示があれば良かったと感じた。 
【その他】 
・ 「近くで相談」の時間に、自分の考えを自分のことばで表現する時間が保障された。自然とペアで、また

は前後４人で意見を出し合う姿があった。 

授業者感想 

○例文などをもう少し練っておきたかった。練習問題ももう少し練る必要があり、混乱させないようにしておき

たい。 
○今回は、ノートでなく、手引きを

主に使っているので、今日の授業

も手引きの活用ができるとよか

った。手引きの残し方はきちんと

指導したい。 
○色を呼応させるアイデアはうま

くいったと思うが、敬語の授業に

入った初めから意識しておくと

よかった。 

ペアを組んでの互見授業とその交流（板書計画と交流会資料） 

ＵＤの視点に立った板書計画  ６月１４日１限 ２年 国語  

実際の板書 


